
Reported by K Ishikawa , Dec 2, 2021 

スイスの孫のクラスでの陽性者は更に２人
増えたと連絡が入り、これで20人のクラス
中に10人の陽性者です。
オミクロン株 B.1.1.529 で世の中は騒
然としていますが、一方で医療従事者等
への3回目接種が始まりました。左表は愛
知県の3回目接種のスケジュールです。
オミクロン株を考えて接種時期の前倒しの
声が上がっています。第122報ではブース
ター接種の開始時期について再考してみ
ました。

3回目接種を8か月経過後より前倒しすべきか?

愛知県第33回対策本部会議2021.11.20



まず、イスラエルを例に1年間を振り返ります



2/17
7/31

5.5か月遅れ

我が国のワクチン2回接種完了はイスラエルより
5.5か月の遅れです。

レポートの
後半でポイ
ントになる
ので覚えて
おいて下さ
い
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δ株

5.5か月

我が国とイスラエルの流行波形です。



「第24回厚生科
学審議会予防接
種・ワクチン分科
会」資料から

2回接種完了後
5か月でワクチン
の感染予防効
果は半減する。



横浜市立大学附属病院 感染制御部 加藤英明、他 2021.11.05

新型コロナウイルスワクチン接種後6か月時点の 抗体価に関する調査結果報告

新型コロナウイルスワクチン接種後6か月時点の抗体価に関する調査結果報告 | 先端医科学研究センター (yokohama-cu.ac.jp)

2回接種完了後6か月で中和抗体価は1/6まで低下する(≒感染予防効果が1/6
まで低下ではない事に注意)。

https://www.yokohama-cu.ac.jp/amedrc/news/202111ryo_vac6mnth.html


6か月で1/2
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7/31

α株

α株

δ株

δ株

5.5か月

イスラエルはワクチン接種でα株の感染を乗り切
るも、5.5か月後のワクチン感染予防効果の減
弱時期にδ株浸透で大きな感染に見舞われる

我が国はα株の感染流
行にワクチン接種は間
に合わなかったが、δ株
の感染流行のピークア
ウトに貢献した。

1/17
5.5か月

我が国はど
うなるか？



9/14ピークアウト

9/9

ブースター接種の
対人口比率

新規感染者数
人口100万対
比（1週間）

イスラエルではブースター接種30％
超でδ株感染流行波がピークアウト



小括：イスラエルを先行したモデルで参考にすると
①ワクチン2回接種完了後5.5か月で感染予防
効果は半減、流行が始まる(潜行しているδ株?、
浸透してきたΟ株??)。
②どうも30％と云う数字が意味ありげ・・・



我が国のワクチン接種状況はどうか？



0

50000

100000

150000

200000

250000

3月1日 4月1日 5月1日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月1日 11月1日 12月1日

医療従事者等の2回目接種人数の推移
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6か月

実は、11月に入った時点で100万人の医療従事者等はワクチン感
染予防効果1/2の状態であった。
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一般接種
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65歳以上累計 65歳未満累計 職域累計

6か月

3回目接種を来年2月1日スタートにすると、約1000万人の高齢者は今月12月中ワクチン感染予防効果
1/2の状態で過ごす事になり、更に加えて来年1月中には残り2000万人の高齢者もワクチン感染予防効
果1/2の状態で過ごす事になる。

一般接種
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11月29日公表
首相官邸ホームページ

優れた成績かと思います。しかし、総人口(含,12歳未満)に占める2回
接種完了率は、85％に到達せず最終的に80％になると推計されます。



現時点で分かっている我が国のワクチン
感染予防効果の数字はどうか？
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Age

感染予防効果

10/18-10/24

10/25-10/31

11/01-11/07

11/08-11/14

11/15-11/21

厚労省アドバイザリーボード提出資料より算出

直近の11/15-11/21の時点に至って、60歳以上の年
齢でワクチン接種感染予防効果の減弱が認められます。
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ワクチンの感染予防効果 (65歳以上) 推移

公表資料から65歳以上に限っては、9月初旬からのワクチン接種感染予防効果
が算出できます。直近の11/15-11/21に至って可成りの減弱を認めます。

厚労省アドバイザリーボード提出資料より算出



今後もワクチン感染予防効果のフォローは肝要で、
12月(2回接種6か月以上経過の者が1000万
人)の結果が大いに危惧されます。
次に、参考資料としてブレークスルー感染の現状を
紹介します。
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breakthrough not breakthrough

我が国のブレークスルー感染の9月以降の動向です(厚労省アドバイザリーボード提出資料か
ら拾ったデータのまとめ)。既に全感染者の10％がブレークスルー感染です。65歳以上の高齢
者でみると・・・

Reported by K Ishikawa , Oct 10, 2021 
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ブレークスルー感染の割合

65歳以上の感染者に
限ると60％がブレークス
ルー感染です。急げ、
ブースター接種 !!

Reported by K Ishikawa , Nov 11, 2021 



直近の年齢層ごとのブレークスルー感染の現状です。すべての年齢
層でブレークスルー感染の割合の上昇が見られます。
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総括：イスラエルの轍を踏まぬ「転ばぬ先の
杖」で、2回目接種完了6か月経過後の今か
ら前倒して3回目の一般接種を始めるべきか
と愚考します。
以上がアナログ引退素人老人の結論ですが、
最後にデジタル現役の二人の専門家の先生
の御意見を紹介します。



西浦博先生：
第60回アドバイザリーボード資料より



アナログ老人には
この数式の理解,
説明は不能です



半減期≒感染予防
効果が1/2 になるの
は2回接種完了後
約7か月後



8/15に
30％

11/15に
ピーク

4/15で
も30％
以上



半減期≒感染予防
効果が1/2 になるの
は2回接種完了後
約6か月後



8/15に
30％

11/15に
ピーク

3/1に
30％を
下回る



回

西浦先生
の結論



平田晃正先生：
11月30日講演資料より



3回目ワクチン接種シナリオに
よる人口あたりの感染予防効果

について

名古屋工業大学 先端医用物理・情報工学研究センター

センター長 教授 平田 晃正



ワクチン感染予防効果モデル

中位モデル(感染予防効果：1回目65％、2回目75％）、10/5報告内容に基づき、3回目の
予防効果95％、半年後のワクチン予防効果の減衰率は2回目35％、3回目55％（線形的
に減少）と仮定。ワクチン効果は接種後14日間がピークとなり、その後減衰すると仮定
（参考文献：https://doi.org/10.1038/d41586-021-02261-8）。

0

20

40

60

80

100

0 30 60 90 120 150 180 210 240 270 300 330

デ
ル
タ
株
感
染
予
防
効
果

(％
)

1回目接種からの日数

1回目
2回目

3回目

(10/5内閣官房AI定例会にて報告）
２回目接種の予防効果の減少、３回
目ブースター接種のデルタ株に対す
る予防効果 95%と推定
減衰効果も左図のように推定
10/21 ファイザーより、95.6%と
報告

https://www.pfizer.com/news/press-
release/press-release-detail/pfizer-and-
biontech-announce-phase-3-trial-data-showing

？？

１回目・２回目 内閣官房 COVID AIシミュレーション資料（中位モデル）
Zeng B, Gao L, Zhou Q, Yu K, Sun F. Effectiveness of COVID-19 vaccines against SARS-CoV-2 variants of concern: a systematic 
review and meta-analysis. medRxiv. 2021.
Aran D. Estimating real-world COVID-19 vaccine effectiveness in Israel using aggregated counts. MedRxiv. 2021.

https://doi.org/10.1038/d41586-021-02261-8


11/15内閣官房AI・シミュレーション定例会資料より

今後、人口あたりのワクチン感染予防有効率の低下
日本において、増加に転じる可能性がある閾値はどこか？

日本（上）どこが閾値となるか？
ニューノーマルと感染対策に依存

イスラエル（右）： （青破線）従来株
では、一概には比較できないが、人口
の20%（高齢者の割合10%) 接種で減
少に転ずる。（緑破線）デルタ株では
人口あたりの有効率が約30%
＊9月頭から急激な減少
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＊デルタ株に対するもの。1月の予防効果は実際とは異なる

人口あたりの感染予防効果の有効率



人口あたりのワクチン感染予防効果モデル
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東京 新規陽性者数 感染から報告までの遅
れ(約2週間)を考慮し
て、ワクチン感染予防
有効率が30％程度で減
少に転ずる。

減少の目安（2021年８月の状況）



１．3回目ワクチンを、2回目接種完了日から

1. 6か月後
2. 7か月後
3. 8か月後
4. 9か月後

に接種したと仮定した場合の人口あたりの感染予防有効
率を試算（ただし、該当者は100％接種したと仮定）

３回目ワクチン接種開始は12/1とし、それ以前に該当日にあたる被接種者につ
いては、下表のとおり開始直後から増員して割り当てるものとする。
(2回目接種：東京2021/3/10～、大阪・愛知2021/3/11～開始)

3回目接種 12/1前に該当期間に達する人数 増員する期間 1日当たりの増員数

1 6か月後 8/8～11/30 1,717,044 60日(12/1～1/29) 28,617 

2 7か月後 9/7～11/30 346,055 20日(12/1～12/20) 17,303 

3 8か月後 10/8～11/30 88,665 10日(12/1～12/10) 8,867 

4 9か月後 11/8～11/30 16,325 3日(12/1～12/3) 5,442 

東京

2．3回目接種を、2回目完了日から8か月後（上記3の場合）に実施するも
のと仮定。該当者の 1. 100％

2. 80％
3. 70％
4. 60％

が接種を希望すると仮定した場合
の人口あたりの感染予防有効割合
を試算

シナリオ
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3回目接種 12/1前に該当期間に達する人数 増員する期間 1日当たりの増員数

1 6か月後 8/8～11/30 1,717,044 60日(12/1～1/29) 28,617 

2 7か月後 9/7～11/30 346,055 20日(12/1～12/20) 17,303 

3 8か月後 10/8～11/30 88,665 10日(12/1～12/10) 8,867 

4 9か月後 11/8～11/30 16,325 3日(12/1～12/3) 5,442 

東京 ワクチン接種率

東京 人口当たりの感染予防有効率

3回目ワクチン接種開始は12/1、それ以前に該当日にあたる被接種者については、開
始直後から増員して対応したものとする。(2回目接種開始日：東京2021/3/10～)

シナリオ1：3回目接種を2回目接種完了から６-9か月後に実施した場合
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3回目接種 12/1前に該当期間に達する人数 増員する期間 1日当たりの増員数

1 6か月後 8/8～11/30 1,717,044 60日(12/1～1/29) 28,617 

2 7か月後 9/7～11/30 346,055 20日(12/1～12/20) 17,303 

3 8か月後 10/8～11/30 88,665 10日(12/1～12/10) 8,867 

4 9か月後 11/8～11/30 16,325 3日(12/1～12/3) 5,442 

東京 ワクチン接種率

東京 人口当たりの感染予防有効率

3回目ワクチン接種開始は12/1、それ以前に該当日にあたる被接種者については、開
始直後から増員して対応したものとする。(2回目接種開始日：東京2021/3/10～)

シナリオ2：3回目接種を該当者が60-100％接種した場合(8か月に固定)
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1 6か月後 8/8～11/30 1,039,687 60日(12/1～1/29) 17,328 

2 7か月後 9/7～11/30 218,413 20日(12/1～12/20) 10,921 

3 8か月後 10/8～11/30 46,949 10日(12/1～12/10) 4,695 

4 9か月後 11/8～11/30 7,183 3日(12/1～12/3) 2,394 
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愛知 ワクチン接種率

愛知 人口当たりの感染予防有効率

3回目ワクチン接種開始は12/1、それ以前に該当日にあたる被接種者については、開
始直後から増員して対応したものとする。(2回目接種開始日：愛知2021/3/11～)

シナリオ1：3回目接種を2回目接種完了から６-9か月後に実施した場合
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愛知 人口当たりの感染予防有効率

3回目ワクチン接種開始は12/1、それ以前に該当日にあたる被接種者については、開
始直後から増員して対応したものとする。(2回目接種開始日：大阪2021/3/11～)

シナリオ2：3回目接種を該当者が60-100％接種した場合(8か月に固定)

3回目接種 12/1前に該当期間に達する人数 増員する期間 1日当たりの増員数

1 6か月後 8/8～11/30 1,039,687 60日(12/1～1/29) 17,328 

2 7か月後 9/7～11/30 218,413 20日(12/1～12/20) 10,921 

3 8か月後 10/8～11/30 46,949 10日(12/1～12/10) 4,695 

4 9か月後 11/8～11/30 7,183 3日(12/1～12/3) 2,394 



まとめ

• 平均的な個々人の感染予防効果の時間推移に基づき、人口あたりの感染予防
効果の有効割合を導出

（イスラエルにおける検証）
• イスラエルにおいて、デルタ株に対する実効再生産数が１以下となる閾値は、

2021年8-９月の人流レベルに対し、人口あたりの感染予防効果有効率30%。
• （デルタ株に対して）2021年６月中旬から８月末までの２か月超下回り、感

染が拡大、ブースター接種により状況が改善（一解釈）。
（我が国における試算）
• ３回目接種が８か月後開始になったが、数か月間予防効果の有効割合が35%

を保てる。
• ２回目接種者のうち、一定割合の人口が３回目接種者を受けなければ、GW

ごろ拡大の可能性（行動による）。
• 我が国における閾値は、緊急事態宣言中（2021年８月）で30%程度。人流増、

行動変化でこの閾値は上昇する。行動も変化するため、どこが閾値かについ
ては日々変化する（シナリオ設定に基づく、分析・概算は可能）。

課題
• 日本人に対するデータではない
• 年齢補正を考慮したデータによる高精度化と予測による詳細なプランニング

補助（年齢に応じた３回目の接種間隔など）
• ３回目ブースター接種後の、イスラエルの動向を注視する必要性（予防効果

の減少割合をAIを用いた分析により可能）。



アナログ素人老人の狼狽ぶりに、デジタル現
役専門家の先生は、そこまで焦らずとも・・と
云うご意見です。


